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ご
　
挨
　
拶

日
本
医
師
連
盟

副  

委  

員  

長
　
羽
生
田
　
た
か
し

平
成
24
年
国
政
報
告
そ
し
て

 
 

第
46
回
衆
議
院
総
選
挙
を
経
て

前
衆
議
院
議
員
　
吉
田 

つ
ね
ひ
こ（
統
彦
）

委
員
長
あ
い
さ
つ

　
連
盟
の
成
果
に
つ
い
て

委 

員 

長
　
高
　
野
　
　
　
繁

　

日
本
眼
科
医
連
盟
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
医
政
活
動
に
ご
尽
力
を
頂

き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

昨
年
末
の
衆
議
院
総
選
挙
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
選
挙
区
に
お
い
て
、
推
薦
侯

補
者
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

衆
議
院
総
選
挙
の
結
果
、
政
権
交

代
が
あ
り
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発
足

い
た
し
ま
し
た
が
、
日
本
医
師
連
盟

と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
「
国
民

皆
保
険
の
堅
持
」、「
地
域
医
療
の
再

興
」、「
国
民
医
療
を
守
る
」
と
の
立

場
か
ら
積
極
的
な
政
策
提
言
を
行
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
さ
る
１
月
15
目
の
目
医
連

執
行
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
７
月

の
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に
お
け
る

日
医
連
推
薦
侯
補
者
に
全
会
一
致
で

ご
推
挙
頂
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
眼

科
医
連
盟
か
ら
も
ご
推
薦
い
た
だ
け

る
と
い
う
こ
と
で
、
光
栄
に
存
じ
て

お
り
ま
す
。

　

私
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
、
一
番

大
切
な
こ
と
は
、
国
民
皆
保
険
の
堅

持
と
発
展
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
民
皆
保
険
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
や
営
利
企
業
に
よ
る

医
療
参
入
、
あ
る
い
は
保
険
者
の
経

済
状
態
な
ど
も
含
め
て
、
か
な
り
多

く
の
問
題
が
こ
の
一
言
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
様
な
問
題
に
対
応
し

な
が
ら
、
や
は
り
国
民
皆
保
険
を
堅

持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
仕
事
で
す
。
そ
れ
を

阻
む
動
き
に
は
断
固
反
対
し
て
参
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
よ
る
公
的
医
療
保
険
制
度
崩
壊

の
阻
止
、
②
医
療
に
お
け
る
営
利
企

業
（
株
式
会
社
）
参
入
の
阻
止
、
③

混
合
診
療
全
面
解
禁
へ
の
反
対
、
④

社
会
保
険
診
療
に
か
か
る
控
除
対
象

外
消
費
税
の
解
消
、
⑤
健
康
保
険
料

率
の
格
差
是
正
、
等
々
で
す
。

　

次
に
、
地
域
医
療
を
い
か
に
再
興

さ
せ
て
い
く
か
で
す
。
地
域
社
会
に

お
け
る
医
師
の
不
足
・
偏
在
、
看
護

師
不
足
、
特
区
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
地
域
医
療
に
影
響
を
及
ぼ

す
問
題
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
を
一

つ
一
つ
解
決
し
、
反
対
す
べ
き
こ
と

は
反
対
し
、
進
め
る
べ
き
こ
と
は
進

め
て
い
く
な
か
で
、
地
域
医
療
を
再

興
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
①
急
性
期
か
ら

在
宅
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
の

提
供
、
②
医
師
不
足
・
看
護
不
足
の

解
消
、
③
医
学
部
教
育
か
ら
臨
床
研

究
ま
で
一
貫
し
た
医
師
養
成
、
④
生

涯
に
わ
た
る
保
険
事
業
の
推
進
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
、
等
々
で
す
。

　

ま
た
、
善
意
の
医
療
行
為
が
お
こ

な
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
幸

な
結
果
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、

医
師
が
逮
捕
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
医

師
が
安
心
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
に

医
療
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
、

国
民
医
療
を
守
る
た
め
絶
対
に
必
要

な
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
国
民

が
も
っ
と
安
全
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
医
療
事
故
の
原
因
究
明

と
再
発
防
止
を
徹
底
し
、
医
療
従
事

者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
自
身
も
眼
科
医
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
眼
科
医
療
の
更
な
る

発
展
の
た
め
に
、
今
後
も
、
先
生
方

か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を

国
政
の
場
に
届
け
、
国
民
医
療
の
充

実
・
発
展
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
日
本
眼
科
医
連
盟
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
と
ご
家

族
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

日
本
眼
科
医
連
盟
の
活
動
を
力
強

く
推
進
す
る
為
に
多
大
な
る
ご
尽
力

を
頂
い
て
お
り
ま
す
会
員
の
先
生
方
、

そ
し
て
関
係
者
の
皆
様
方
に
衷
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
こ
の

度
は
大
変
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
平
成
24
年
の
国
政
報
告
を
さ
せ

て
頂
く
と
と
も
に
、
第
46
回
衆
議
院

総
選
挙
を
経
た
私
、
吉
田
統
彦
の
思

い
を
申
し
述
べ
た
く
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
1
月
24
日
に
召
集
さ
れ
た
第

１
８
０
回
通
常
国
会
は
、
79
日
間
延

長
を
し
た
9
月
8
日
に
会
期
末
を
迎

え
、
２
２
９
日
間
と
な
っ
た
そ
の
会
期

は
史
上
3
番
目
に
長
い
も
の
で
し
た
。

本
国
会
で
は
、
消
費
税
増
税
を
含
む

社
会
保
障
と
税
の一体
改
革
関
連
法
案

（
8
月
22
日
公
布
）
に
大
き
な
注
目

が
集
ま
る一方
で
、
定
数
是
正
や
選
挙

制
度
改
革
は
先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
第
１
８
０
回
通
常
国

会
会
期
中
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
眼
科
医
療
に
関
わ
る
活
動
と
医
療

制
度
に
関
す
る
動
向
を
5
項
目
に
ま

と
め
て
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、

独
立
行
政
法
人
改
革
の
取
り
組
み
、

学
童
・
学
生
の
安
全
と
健
康
に
つい
て
、

　

日
本
眼
科
医
連
盟
（
以
下
連
盟
）

の
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
高
野
繁
で
ご
ざ
い
ま
す
。
連

盟
は
、
日
本
眼
科
医
会
（
以
下
日
眼

医
）
会
員
相
互
の
連
絡
協
調
の
下

に
、
日
眼
医
の
要
望
を
達
成
す
る
た

め
の
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。
私
が
連
盟
委
員

長
に
就
任
し
て
か
ら
の
3
年
間
に
、

こ
の
連
盟
の
活
動
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
を
以
下
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

食
品
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
暫
定
規
制

値
に
関
わ
る
政
府
の
実
態
把
握
・
風
評

被
害
対
策
の
在
り
方
、
尖
閣
諸
島
領

有
権
の
問
題
、
労
働
法
改
正
等
、
各

委
員
会
に
お
け
る
質
問
内
容
に
つい
て

は
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
抜
山
蓋
世

（http://w
w
w
.yoshitsune-kai.

jp/

）」、
並
び
に
ブ
ロ
グ
「
つ
ね
ひ
こ
、

常
日
頃
。（http://yoshitsune-kai.

jp/tsunehigoro/

）」
に
て
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

　

第
1
に
、
3
月
5
日
に
行
わ
れ
た

予
算
委
員
会
第
四
分
科
会
に
て
、
福

島
第
一原
子
力
発
電
所
事
故
に
お
い
て

被
爆
さ
れ
た
作
業
員
の
方
が
33
名
も

お
ら
れ
た
事
を
受
け
、
被
曝
線
量
の

増
加
に
比
例
し
て
高
ま
る
癌
や
白
内

障
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
放
射
線
医
学

総
合
研
究
所
の
果
た
す
役
割
、
更
に

白
内
障
発
症
前
に
放
射
線
が
眼
に
与

え
る
影
響
を
早
期
発
見
す
る
Ｄ
Ｌ
Ｓ

デ
バ
イ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
又
、
5
月
21
日
の
金
環
日
食

に
際
し
、
児
童・学
生
が
安
全
に
観
察

で
き
る
環
境
整
備
に
つい
て
質
し
、
政

府
か
ら
は
日
本
天
文
協
議
会・日
本
眼

科
学
会
・
日
本
眼
科
医
会
が
作
成
し

た
資
料
を
用
い
て
、
全
て
の
学
校
に

注
意
を
促
す
と
答
弁
頂
き
ま
し
た
。

更
に
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の
整
備
や
周
産
期
医
療
の

発
達
に
よ
り
未
熟
児
医
療
が
進
ん
だ

反
面
、「
未
熟
児
網
膜
症
」
と
い
う

極
小
未
熟
児
に
頻
発
す
る
障
害
が
増

加
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
て
、
適
切

な
診
断
治
療
が
で
き
る
眼
科
医
の
確

保
状
況
・
治
療
用
の
レ
ー
ザ
ー
等
ハ
ー

ド
面
の
準
備
、
遠
隔
診
断
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つい
て
政
府
の
考
え
方
を
質
し

ま
し
た
。

　

第
2
に
、
3
月
7
日
厚
生
労
働
委

員
会
に
お
い
て
、
国
民
の
皆
様
方
に

安
心
で
安
全
な
医
療
品
・
医
療
機
器

を
届
け
る
為
の
審
査
関
連
業
務
を
行

う
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人 

医
薬

品
医
療
機
器
総
合
機
構
）
に
関
し

て
、
①
再
生
医
療
製
品
の
到
来
に
向

け
た
対
処　

②
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
食

品
医
薬
品
局
）
よ
り
高
額
な
後
発
医

療
機
器
の
審
査
料
や
第
三
者
認
証
の

在
り
方　

③
審
査
料
で
１
０
０
％
運

営
し
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
審
査
料
算
定　

④
一
部
変
更
承
認
申
請
を
不
要
と
す

る
範
囲
の
明
確
化
、
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
又
、
昨
年
拙
稿
に
て
ご
報

告
い
た
し
ま
し
た
通
り
、
文
部
科
学

省
所
管
の
科
学
研
究
費
補
助
金
（
科

研
費
）
の
基
金
化
が
決
定
さ
れ
て
い

る
事
を
鑑
み
て
、
厚
生
労
働
省・農
林

水
産
省
・
経
済
産
業
省
各
科
研
費
に
つ

い
て
も
、
文
部
科
学
省
と
同
様
に
基

金
化
を
進
め
る
様
政
府
に
提
言
し
ま

し
た
。

　

第
3
に
、
7
月
26
日
決
算
行
政
監

視
委
員
会
、
27
日
厚
生
労
働
委
員

会
、
そ
し
て
8
月
7
日
科
学
技
術・イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
特
別
委
員
会
で
は

13
日
間
の
う
ち
に
3
回
質
問
に
立
ち
、

2
日
連
続
で
行
っ
た
決
算
行
政
監
視

委
員
会
と
厚
生
労
働
委
員
会
の
質
問

に
お
い
て
は
、
新
成
長
戦
略
の
要
と
も

い
え
る
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

政
府
の
見
解
を
問
い
、
医
療
産
業
に

従
事
す
る
事
業
者
に
対
し
て
し
っ
か
り

と
し
た
支
援
を
行
う
旨
を
答
弁
と
し

て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
つ

い
て
も
、
米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
事
例
を
援
用

し
な
が
ら
機
能
強
化
を
提
言
し
、
政

府
か
ら
財
務
基
盤
強
化
に
向
け
て
前

向
き
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
一
方
、

私
が
理
事
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
科

学
技
術
・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進
特
別
委

員
会
で
は
、
研
究
開
発
を
主
と
す
る

独
立
行
政
法
人
を
よ
り
研
究
開
発
に

適
し
た
組
織
に
改
革
す
る
事
や
、
厚

生
労
働
省
等
が
持
つ
科
学
研
究
費
補

助
金
の
基
金
化
に
よ
る
無
駄
の
削
減
、

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）

を
は
じ
め
と
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
開
発
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
問
い
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き
、
連
盟
活
動
の
重
要
性
を
再
度
訴

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
．
白
内
障
手
術
点
数
の
削
減
の

　
　
　

阻
止

　

平
成
24
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
議

論
が
な
さ
れ
て
い
た
最
中
（
さ
な
か
）

の
平
成
23
年
11
月
22
日（
火
）に
開
催

さ
れ
た
政
府
・
行
政
刷
新
会
議
に
よ

る
提
言
型
政
策
仕
分
に
お
け
る
「
社

会
保
障
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
効
率
化
・

重
点
化
」
の
テ
ー
マ
の
議
論
の
中

で
、
評
価
者
よ
り「
救
急
対
応（
急
性

期
）
の
病
院
・
医
師
へ
の
配
分
お
よ

び
産
科
、
小
児
科
、
内
科
、
外
科
の

診
療
報
酬
は
上
げ
、
皮
膚
科
、
眼
科

は
大
き
く
下
げ
る
べ
き
」
と
い
う
提

言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
時
を
同

じ
く
し
て
、
財
務
省
、
厚
生
労
働
省

が
そ
の
評
価
を
う
け
、
平
成
24
年
度

診
療
報
酬
改
定
時
に
白
内
障
手
術
点

数
を
削
減
す
る
つ
も
り
で
い
る
と
い

う
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
た
だ
ち
に

日
眼
医
の
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め

て
、
11
月
30
日（
水
）に「
民
主
党
目
を

守
る
議
員
連
盟
（
以
下
議
員
連
盟
）」

会
長
中
井
洽
代
議
士
（
当
時
）、
事
務

局
長
吉
田
統
彦
代
議
士
（
当
時
）
を

訪
ね
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ご
相

談
い
た
し
ま
し
た
。
両
代
議
士
と
も

日
眼
医
の
考
え
方
に
理
解
を
示
さ

れ
、
議
員
連
盟
と
し
て
協
力
す
る
と

の
約
束
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
二
人
の
お
力
添
え
が
あ
り
、
そ

の
後
①
蓮
舫
行
政
刷
新
担
当
大
臣
と

の
面
談
（
12
月
1
日（
木
））
②
「
議
員

連
盟
」
役
員
会
の
場
に
お
け
る
厚
生

労
働
省
保
険
局
と
の
意
見
交
換
（
12

月
6
日（
火
））
③
財
務
省
主
計
局
・
厚

生
労
働
省
保
険
局
・
民
主
党
陳
情
要

請
対
応
本
部
を
訪
問
し
て
日
眼
医
の

「
平
成
24
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お

け
る
要
望
書
」
を
提
出
（
12
月
15
日

（
木
））
し
、
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
白

内
障
手
術
の
点
数
の
削
減
は
阻
止
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
．
ビ
ジ
ョ
ン
バ
ン
の
誕
生

　

東
日
本
大
震
災
の
時
に
、
米
国
よ

り
お
借
り
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
バ
ン
が
眼

科
医
療
体
制
の
崩
壊
し
た
東
北
地
方

の
沿
岸
地
区
で
約
3
カ
月
間
で
約
３

５
０
０
名
の
患
者
を
診
療
す
る
と
い

う
実
績
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
実
績

を
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

国
民
か
ら
の
応
援
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
23
年
6
月
16
日（
木
）に
開

催
さ
れ
た
「
議
員
連
盟
」
朝
食
勉
強

会
で
日
眼
医
は
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン

バ
ン
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
た

だ
ち
に
議
員
連
盟
会
長
中
井
洽
代
議

士
（
当
時
）
が
動
い
て
く
だ
さ
り
、

平
成
24
年
度
の
東
日
本
大
震
災
関
連

の
第
三
次
補
正
予
算
と
し
て
、
ビ
ジ

ョ
ン
バ
ン
の
事
業
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
国
か
ら
1
億
円
の
補
助
金
を
い

た
だ
き
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
バ
ン
が

誕
生
し
、
こ
れ
に
よ
る
眼
科
巡
回
診

療
事
業
が
平
成
25
年
3
月
17
日（
日
）

よ
り
宮
城
県
仙
台
市
で
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
28
年
3
月
ま
で
の
約
3

年
間
は
、
宮
城
・
岩
手
・
福
島
3
県

を
中
心
に
こ
の
眼
科
巡
回
診
療
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
万
が
一
、
激
甚

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
有
事
の
際
に

は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
バ
ン
を
災
害
医

療
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

3
．
自
動
車
運
転
免
許
証
更
新
時
に

　
　
　

お
け
る
視
覚
検
査
の
あ
り
方

　

か
ね
て
よ
り
私
達
眼
科
医
は
、
自

動
車
運
転
免
許
証
更
新
時
に
お
け
る

視
覚
検
査
の
あ
り
方
に
疑
問
を
も
っ

て
お
り
ま
し
た
。
現
在
の
視
力
検
査

中
心
の
判
定
基
準
に
、
な
ん
ら
か
の

形
で
視
野
検
査
の
導
入
を
国
に
要
望

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
実

現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
24
年

6
月
27
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
「
議
員

連
盟
」
総
会
で
日
眼
医
は
警
察
庁
交

通
局
の
方
々
に
直
接
、
視
野
検
査
導

入
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
議
員

連
盟
会
長
中
井
洽
代
議
士
（
当
時
）
や

事
務
局
長
吉
田
統
彦
代
議
士
（
当
時
）

の
後
押
し
も
あ
り
、
警
察
庁
も
そ
の

主
旨
を
理
解
し
て
く
だ
さ
り
、
平
成

25
年
度
の
警
察
庁
の
予
算
の
中
に
「
視

野
と
安
全
運
転
の
関
係
に
関
す
る
調

査
研
究
委
員
会
」
お
よ
び
「
高
齢
者
講

習
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。
眼
科
専
門
医
も
両
委
員

会
合
わ
せ
て
6
名
が
委
員
と
し
て
参

加
し
ま
す
の
で
、
運
転
の
安
全
性
と

利
便
性
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、
科

学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
結
論
が

で
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

以
上
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

連
盟
の
活
動
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た

主
な
3
つ
の
事
項
に
つ
い
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
外

に
も
、
眼
鏡
士
問
題
へ
の
対
応
・
金

環
日
食
の
観
察
時
の
注
意
喚
起
・
色

覚
検
査
に
関
す
る
問
題
提
起
等
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
専
門
医
制

度
改
革
へ
の
対
応
も
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
ま
ち
が
い
な
く
連
盟
の
活
動

は
十
分
に
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
成

果
も
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
政
権
が

民
主
党
か
ら
自
由
民
主
党
に
か
わ

り
、
ま
た
新
た
に
自
由
民
主
党
の
国

会
議
員
に
私
達
の
立
場
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
活
動
を
始
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
連
盟
入
会
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
特
に
勤
務
医
の
先
生
方

に
も
、
こ
の
連
盟
の
活
動
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
連
盟
へ
の
入
会
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
公
立
病
院
に
勤
務

の
先
生
方
も
、
連
盟
の
役
員
と
し
て

の
活
動
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
入
会
す
る
こ
と
は
何
の
問
題
も

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
の

で
申
し
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

最
後
に
、
昨
年
度
ご
入
会
い
た
だ

け
な
か
っ
た
先
生
方
に
は
、
入
会
に

関
す
る
書
類
が
同
封
し
て
あ
り
ま

す
。
ご
一
読
く
だ
さ
り
、
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
こ
と
を
切
に
切
に
お
願

い
し
て
、
日
本
眼
科
医
連
盟
委
員
長

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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昨
年
４
月
よ
り
今
期
の
副
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

政
治
連
盟
と
は
、
業
界
団
体
が
職

責
を
全
う
す
る
た
め
に
必
要
な
条

件
、
環
境
整
備
を
求
め
政
府
や
自
治

体
に
陳
情
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た

政
治
団
体
で
す
。

　

眼
鏡
調
整
士
法
案（
第
１
次
試
案
）

が
提
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
眼

科
医
療
の
根
幹
で
あ
る
視
力
測
定
と

い
う
屈
折
矯
正
検
査
を
商
業
主
義
か

ら
守
る
た
め
に
昭
和
63
年
に
日
本
眼

科
医
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
周

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

十
有
余
年
眼
科
医
連
盟
の
役
員
と

し
て
関
与
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
参
り
ま

し
た
。
当
初
の
活
動
は
、
我
々
眼
科

医
の
権
利
を
守
り
、
育
ん
で
い
く
た

め
に
多
く
の
力
を
注
い
で
き
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
の

活
動
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会

保
険
診
療
報
酬

の
改
定
に
対
す

る
対
応
、
さ
ら

に
眼
科
公
的
健

診
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

創
設
要
望
、
自

動
車
運
転
免

許
更
新
時
の
高

齢
運
転
者
対
策

な
ど
国
民
生
活

に
係
わ
る
事
項

を
目
的
と
し
た

重
要
な
国
の
政

策
に
働
き
か
け

る
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ

れ
に
関
与
す
る

担
当
の
役
員
の

方
々
の
ご
尽
力

連
盟
活
動
に
ご
協
力
を

副
委
員
長　

入　

江　

純　

二

日
本
眼
科
医
連
盟
会
員

　
　

で
あ
る
こ
と
の
意
味

執
行
委
員　

山　

岸　

直　

矢

に
は
た
だ
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

以
前
は
国
の
施
策
に
対
し
て
申
し

入
れ
を
行
う
こ
と
、
議
員
に
対
し
て

働
き
か
け
を
す
る
こ
と
は
医
師
の
政

治
介
入
だ
と
し
て
避
け
る
風
潮
も
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の

社
会
情
勢
で
は
、
専
門
家
集
団
と
し

て
政
治
に
対
し
て
要
望
・
要
求
す
る

こ
と
は
、
自
己
の
利
益
を
要
求
す
る

の
み
と
考
え
る
こ
と
で
は
無
く
、
国

民
生
活
の
向
上
に
対
し
て
責
任
を
持

つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
、
参
議
院
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
日
本
眼
科
医
連
盟
の

活
動
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
議
員

の
先
生
方
の
応
援
を
す
る
、
ま
た
今

眼
科
医
が
必
要
と
す
る
施
策
を
推
し

進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
多
く
の

会
員
の
諸
先
生
方
の
ご
協
力
を
必
要

と
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
二
十
三
年
度
会
計
報
告

会
計
責
任
者
　
近
　
藤
　
聖
　
一

眼
科
医
連
盟 

会
費
お
よ
び
ご
寄
付
納
入
の
お
願
い

☆
通
常
会
費
　
一
万
円
　
　
会
計
責
任
者
　
近
　
藤
　
聖
　
一

　

日
本
眼
科
医
連
盟
の
活
動
に
対
し

平
素
よ
り
ご
理
解
を
頂
き
、
ま
た
会

費
納
入
に
ご
協
力
を
頂
き
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
一

月
よ
り
連
盟
会
費
お
よ
び
寄
付
金
を

連
盟
本
部
が
直
接
徴
収
す
る
こ
と
に

な
り
、
各
都
道
府
県
眼
科
医
会
な
ら

び
に
各
会
長
先
生
、
各
協
議
委
員
の

先
生
に
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
納
入
状
況
は

総
数
一
万
三
千
八
百
二
十
六
人
に
対

し
て
、
二
千
二
百
九
十
人
の
先
生
か

ら
会
費
の
ご
納
入
を
頂
い
て
お
り
、

納
入
率
は
十
六
・
五
％
で
す
。
こ
れ

は
前
年
の
五
十
％
未
満
で
あ
り
、
非

常
に
厳
し
い
結
果
で
す
。
ま
だ
、
未

加
入
の
先
生
方
は
是
非
と
も
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
加
入
の
程
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
既
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
会

員
の
先
生
方
に
は
、
日
頃
の
ご
支
援

に
対
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
併
せ
て
、
寄
付
も
募
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

日
本
眼
科
医
会
は
国
民
の
目
の
健

康
を
守
る
た
め
の
啓
発
活
動
等
の
公

衆
衛
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ま
た
各
関
係
団
体
と
と
も
に
研
究
・
協

議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
じ
て
良
質
な
眼
科
医
療
を

継
続
し
て
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

政
治
的
対
応
が
求
め
ら
れ
、
連
盟
会

費
は
、
そ
の
た

め
の
活
動
資
金

と
し
て
有
効
に

使
わ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

会
計
責
任
者

と
し
て
、
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ

た
会
費
・
寄
付

等
が
適
正
・
有

効
に
運
用
さ
れ

る
よ
う
努
力
す

る
所
存
で
す
。

本
年
度
か
ら
会

費
徴
収
法
に
変

更
が
ご
ざ
い
ま

し
た
が
会
員
の

先
生
方
に
は
よ

り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

入
会
お
よ
び
ご
寄
付
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
連
盟
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
手
続
き
案
内
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
４
月
よ
り
日
本
眼
科
医
会
の

副
会
長
を
拝
命
し
、
同
時
に
日
本
眼

科
医
連
盟
の
執
行
委
員
に
就
任
致
し

ま
し
た
。
眼
科
医
会
で
は
、
学
校
保

健
部
、
学
術
部
、
社
会
保
険
部
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
連
盟
で

の
活
動
が
意
味
を
持
ち
大
き
な
影
響

を
与
え
る
領
域
で
す
。

　

さ
て
日
本
眼
科
医
連
盟
会
員
で
あ

る
こ
と
の
意
味
と
は
何
で
し
ょ
う
。

様
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
会
員
の
立
場
や
信
条
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
。
会
員
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。

・
眼
科
医
療
に
係
わ
る
政
治
に
積
極

的
に
参
加
す
る
。

・
眼
科
医
療
の
理
想
を
実
現
す
る
こ

と
に
参
加
す
る
。

・
連
盟
会
費
の
納
入
を
通
し
て
政
治

活
動
を
行
う
。

・
眼
科
医
療
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
政
治
的
な
活
動
を

支
え
る
。

・
眼
科
医
療
に
と
っ
て
政
治
活
動
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。

な
ど
、
眼
科
医
連
盟
に
期
待
す
る
声

　

日
本
眼
科
医
連
盟
の
平
成
二
十
三

年
度
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
〜

十
二
月
三
十
一日
）
の
収
支
状
況
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　
【
収
入
】
本
年
度
収
入
は
個
人
の

会

費
（
五
、

一
三
九
人
分
）、

寄
付
、
そ
の
他

合
わ
せ
て
五
、

五
三
三
万
一
千

円
、
前
年
度
繰

越
額
一
億
四
、	

七
八
三
万
二
、	

二
四
七
円
を
合

わ
せ
、
収
入
総

額
は
二
億
三一六	

万
三
、二
四
七
円

で
す
。

　
【
支
出
】
支

出
総
額
は
五
、

七
二
八
万
五
、	

一
六
七
円
。
支

出
内
訳
は
、
事

が
返
っ
て
き
ま
す
。
皆
様
も
同
じ
思

い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
部
担
当
常
任

理
事
を
４
期
務
め
、
し
ば
し
ば
厚
生

労
働
省
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
い
く

ら
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
客
観
的
に
説

明
し
て
も
厚
生
労
働
省
の
レ
ベ
ル
で

我
々
の
意
見
や
要
望
が
採
用
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
巧

妙
な
調
整
に
よ
っ
て
要
望
項
目
が
変

更
さ
れ
て
、
言
わ
ば
コ
ッ
プ
の
中
の

話
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
昨
年
の
、
吉
田
統
彦
前
代
議
士

を
は
じ
め
と
す
る
「
目
を
守
る
議
員

連
盟
」
の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ

る
デ
ー
タ
を
示
し
て
、
官
僚
の
作
成

し
た
政
策
案
を
よ
り
合
理
性
の
あ
る

案
に
変
更
で
き
た
例
も
多
々
見
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
う
ま
く
い
け
ば
も

っ
と
積
極
的
に
政
策
を
誘
導
す
る
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
の
期
待
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が

や
は
り
政
治
資
金
で
す
。
大
企
業
等

か
ら
の
大
口
資
金
で
は
な
く
、
社
会

の
構
成
員
つ
ま
り
眼
科
で
言
え
ば
眼

科
医
連
盟
に
ひ
と
り
で
も
多
く
の
会

員
の
先
生
方
か
ら
資
金
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
正
し
い
民
主
主
義

を
育
て
、
眼
科
の
理
想
を
実
現
す
る

た
め
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

我
々
の
眼
科
医
連
盟
も
こ
れ
か
ら

は
党
派
を
越
え
て
、
眼
科
医
療
を
正

し
く
理
解
す
る
政
治
家
を
重
点
的
に

支
援
す
る
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

眼
科
医
の
会
員
の
先
生
方
に
と
っ

て
、
最
も
身
近
な
政
治
活
動
と
し

て
、
眼
科
医
連
盟
に
協
力
し
支
援
し

て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平成24・25年度 日本眼科医連盟役員名簿
平成 25 年 4 月 13 日現在

役　　　職 氏　　名 摘　　　要

委員長（代表者）
（1名） 高 野　　 繁 神奈川県

副委員長（2名） 白　井　正一郎
入 江 純 二

愛知県
千葉県

執行委員（2名） 福 下 公 子
山 岸 直 矢

東京都
奈良県

会計責任者（1名） 近 藤 聖 一 福島県

会計責任者
職務代行者（1名） 小 沢 忠 彦 茨城県

監　　事（2名） 鬼　木　信乃夫
吉 田　　 博

福岡県
愛媛県

最高顧問（1名）	 三　宅　謙　作（愛知県）
参　　与（3名）	 吉　田　統　彦（愛知県・前衆議院議員）
	 中　井　　　洽（三重県・前衆議院議員）
	 羽生田　　　俊（日本医師連盟）
協議委員（47 名）	都道府県眼科医会会長

支援議員（参議院選挙 候補者）

①　組織内候補

氏　　名 所　属 党 選　挙　区

羽生田　たかし 日本医師会
副会長 自由民主党 比例区（全国区）

②　組織外候補

氏　　名 所　属 党 選　挙　区

林　　 芳 正 参議院議員 自民党 山口県

武 見 敬 三 参議院議員 自民党 東京都

梅　村　さとし 参議院議員 民主党 大阪府

自　見　庄三郎 参議院議員 比例区（全国区）

広　野　ただし 参議院議員 生活の党 比例区（全国区）

平成 25年度会費引き落としのご案内
　既に入会手続きがお済みの皆様は、平成 25 年度
の会費を、ご提出頂いております預金口座振替依頼
書により、先生の指定口座から引き落としさせて頂
きます。よろしくお願い致します。

１．会　　費：10,000円

２．引き落とし日：平成 25年 7月 29日

※引き落とし口座の銀行、名義などの変更がありまし
たら、事務局（TEL 03-5765-5121）までご連絡
下さい。また、引き落とし手続きがお済みでない先
生は、ぜひ預金口座振替依頼書のご提出をお願い
致します。振替依頼書は事務局にご請求下さい。

務
所
費
等
経
常
経
費
に一、八
八
六
万	

六
、九
六
二
円
、
政
治
活
動
費
に
三
、

八
四一万
八
、二
〇
五
円
で
す
。
な
お
、

政
治
活
動
費
に
つ
い
て
は
組
織
活
動

費
、
選
挙
関
係
費
、
機
関
誌
の
発
行

平成23年度日本眼科医連盟
収 支 報 告 書

（自Ｈ23．1．1～至Ｈ23．12．31）

日 本 眼 科 医 連 盟
報告年月日　Ｈ24．3．28

１　収入総額 203,163,247
　　前年繰越額 147,832,247
　　本年収入額 55,331,000
２　支出総額 57,285,167
　翌年への繰越額 145,878,080
３　本年収入の内訳
　個人の党費・会費（5,139 人） 51,390,000
　寄　附 3,921,000
　　個人分 	（	 3,921,000）
　その他の収入 20,000
　　団　体 	（	 20,000）
４　支出の内訳
　経常経費 18,866,962
　　人	件	費 8,205,224
　　光熱水費 142,217
　　備品・消耗品費 235,395
　　事務所費 10,284,126
　政治活動費 38,418,205
　　組織活動費 18,686,847
　　選挙関係費 1,720,798
　　機関紙誌の発行その他の事業費 1,668,760
　　　機関紙誌の発行事務費 	（	 1,405,210）
　　　宣伝事業費 	（	 263,550）
　　調査研究費 34,800
　　寄附・交付金 16,307,000
５　寄附の内訳
　（個人分）
　年間百万円以下のもの 3,921,000

質
し
ま
し
た
。

　

第
4
に
、
7
月
27
日
厚
生
労
働
委

員
会
に
て
、
医
療
機
器
の
開
発
促
進

と
承
認
に
対
す
る
姿
勢
、
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
通
販
の
安
全
担
保
の
協
力
体

制
構
築
、
独
法
改
革
に
伴
う
厚
労
省

所
轄
の
各
法
人
の
方
向
性
等
、
多
く

の
意
見
を
述
べ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
24
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
お
け
る
眼
科
診
療
報
酬
の
変
更

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
政

権
交
代
後
、
与
党
民
主
党
は
、
平
成

22
年
度
診
療
報
酬
改
定
か
ら
プ
ラ
ス

改
定
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
同
改
定
に
お
い
て
眼
科
学

的
検
査
で
は
6
項
目
も
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
が
さ
れ
た
事
か
ら
、
眼
科
に
お
け

る
経
営
環
境
の
悪
化
、
更
に
は
眼
科

医
師
数
の
減
少
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
ご
指
摘
を
頂
い
て
お
り
ま
し

た
。
上
述
し
た
点
や
一
昨
年
11
月
の

「
提
言
型
仕
分
け
」、
更
に
は
医
療
経

済
実
態
調
査
等
に
眼
科
医
療
を
取
り

巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
状
況
を
受
け
、
一
昨
年
12
月

15
日
、
日
本
眼
科
医
会
に
よ
る
要
望

書
提
出
の
際
に
、
適
切
な
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
働
き
か
け
の一助
と
な

る
べ
く
私
も
同
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
私
が
事
務
局
長
を
務

め
た「
民
主
党
目
を
守
る
議
員
連
盟
」

を
フ
ル
稼
働
さ
せ
、
日
本
眼
科
学
会
・

日
本
眼
科
医
会
と
ま
さ
に〝
天
に
あ
り

て
は
比
翼
の
鳥
と
な
り
、
地
に
あ
り

て
は
連
理
の
枝
と
な
り
〞
な
が
ら
、

国
民
、
国
会
議
員
、
そ
し
て
財
務

省・厚
生
労
働
省
に
眼
科
医
療
の
重
要

性
を
認
識
し
て
頂
く
為
に
、
懸
命
の

活
動
を
続
け
、
最
終
的
に
眼
科
医
療

費
は
約
16
億
円
、
0・17
％
増
と
試
算

さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
国
民

の
皆
様
へ
我
々
眼
科
医
師
が
誇
り
を
持

っ
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
く

為
に
、
診
療
報
酬
は
大
変
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
眼

科
医
療
に
お
け
る
社
会
的
貢
献
の
実

績
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強

く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
２
０
１
２
年
11
月
16
日
午

後
3
時
50
分
、
日
本
国
憲
法
第
7
条

の
規
定
に
よ
り
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、

同
12
月
4
日
公
示
、
同
12
月
16
日
投

開
票
と
い
う
日
程
で
第
46
回
総
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
師
走
の
選
挙
は

珍
し
く
、
１
９
８
３
年
の
第
1
次
中

曽
根
内
閣
に
お
け
る
第
37
回
総
選

挙
、
所
謂
田
中
判
決
裁
判
以
来
29
年

ぶ
り
の
大
変
寒
い
中
の
選
挙
戦
と
な

り
ま
し
た
。
選
挙
の
結
果
、
私
も
愛

知
1
区
に
お
い
て
議
席
を
守
る
事
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
て
は
私
の

力
不
足
、
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ

る
と
確
信
し
、
猛
省
を
致
し
て
お
り

ま
す
。
与
党
で
あ
っ
た
民
主
党
は
改

選
前
の
２
３
０
議
席
か
ら
ほ
ぼ
4
分
の

1
と
な
る
57
議
席
し
か
獲
得
で
き
ず
、

そ
の
他
の
事
業
費
、
調
査
研
究
費
、

寄
付
・
交
付
金
等
を
含
ん
で
お
り
ま

す
。

　

こ
の
報
告
は
、
平
成
二
十
四
年
三

月
十
日
に
監
査
を
受
け
、
同
三
月

二
十
八
日
に
東
京
都
選
挙
管
理
委
員

会
に
提
出
し
、
収
支
報
告
書
は
平
成

二
十
四
年
十
一月
三
十
日
発
行
の
官
報

号
外
お
よ
び
総
務
省
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
三
年
度
の
会
計

報
告
を
致
し
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
9
月
16
日
に
発
足
し
た

民
主
党
政
権
は
約
3
年
3
か
月
で
終

幕
し
ま
し
た
。
戦
後
初
の
本
格
的
な

政
権
交
代
の
中
で
、
日
本
の
医
療
政

策
そ
し
て
眼
科
医
療
政
策
は
ど
の
よ

う
に
変
遷
し
て
いっ
た
の
か
、
そ
し
て

そ
の
意
義
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の

問
い
に
回
答
を
得
る
べ
く
、
そ
し
て
い

ま
だ
若
輩
・
浅
学
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

私
は
皆
様
と
同
じ
志
を
持
つ
眼
科
医

師
と
し
て
、
そ
し
て
皆
様
か
ら
頂
戴

致
し
ま
し
た
大
変
貴
重
な
ご
意
見
・ご

要
望
を
国
政
へ
届
け
実
現
す
る
為
そ

し
て
ご
厚
恩
に
報
い
る
為
不
惜
身
命

務
め
、
早
期
の
国
政
への
復
帰
を
目
指

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次

回
以
降
の
総
選
挙
に
お
い
て
は
会
員
の

先
生
方
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
り
、

又
落
胆
を
さ
せ
る
事
が
な
い
様
に
、

選
挙
区
を
隅
か
ら
隅
ま
で
歩
き
、
必

ず
や
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
一所
懸

命
に
務
め
る
事
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
お
見
捨
て
な
く
ご

指
導
・ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
日
本
版Vision Van

も
完
成
い
た
し
ま
し
た
本
年
が
日
本

眼
科
医
連
盟
と
会
員
の
先
生
方
に
と

り
ま
し
て
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
様
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。


